





























































151寺1m 30>寺問 15~301時間 45時間 30~451時間 その他
講義 92.2% l.9% 5.2% 0.7% 
j寅習 45.0% 44.8% 9.4% 0.8% 
実験・実習等 45.4% 27.7% 10.5% 1.4% 
また、今回の改革の特徴的な点として、これまでは技業形態ごとに一律に1寺院を
設定する大学がほとんどであったのに対して、同じ授業形態でも授業の内容や性格
128課題別セッション .IV
により異なる時間を設定する大学も増加していることである。全体では25%の大学
でこうした方式を採用してきており、単位計算方法に月Ijの新しい方向も見え始め
fこ。
さらに関連して、全体として l単位時間(l講時)の統一化傾向が認められること
も特徴的な点である。従来、!日制以来の伝統的な lコマ時間(2時間)を90分のほか
100分あるいは110分とする大学も少なくなかったが、カリキュラム改革や週 5日fl)j
の普及により次第に90分に変更するところが多くなってきたのである o
( 2 )単位の実質化
単位制度の問題は、授業時間以外の学習内容をどう保障するかという単位の実質
化に移行しつつある。先の調査結果では、これに関しては課題やレポートを課す措
置が最も多くとられ8割近くに達している。また、学修すべき予習や復習の内容を
指示するところも全体の半数を超えている。図書館や関覧室の座席数を増やすなど
施設・設備而での条件整備をしているところは3割程度であるが、単位の実質化と
いう観点からすれば全体的に好ましい傾向が認められた。
しかし、単位の実質化を真に期待するならば、さらに授業計画であるシラパスの
作成や履修ガイダンス、評価方j去の見直しの努力が伴わなければ十分とはいえない
だろう。基準に示される間接単位を守るとしても、単位計算が厳重に行われない
で、 fたこだ
とはいうまでで、もなLいミ」。当然、そこでは割引J空除がされなければ実質的単位は出て来
ない。この問題は、編入学や転学・転学部など学生の移動の自 13が拡大すればより
大きな 1:1題に発展するものと考えられる。
おわりに
単位の実j頁化については、これまでの歴史的経緯をみても基準によってすべてを
期待することはできないし、またそうすることが決して有効とはならない。むしろ
それは、各大学自らの自主的努力にかかる部分がきわめて大きいといえる。
1単位=45時間の学修の実質化の問題は、必ずしも算術的・技術的に解決できな
い問題である。このi問題は単位認定としての評価の問題とともに単位制度の組幹的
な部分である。新tlij大学がその重点を置いた自学自習の時間の設定及びその時間の
善用は、現在及び将来においても重要な課題であることは疑い得ない。そして、名
目通りの実質的単位修得の教育が制度として完全に実施されてはじめて、真に大学
教育の充実・発展が期待できるのである。
もっと変わるべき大学 129
{注]
大学基準協会「大学改革の実施状況にi鳴する調査研究委員会Jによる調査研究。全国
553大学、 1，443学部のすべてを対象。有効回答数大学497校(89.9%)、1， 289~学部
(89.3%)である。
